
  

９月 10日（晴） 

雨のため中止が続いていた森の手入れ活動に参

加しました。 

特養横の階段を上り、クズの生い茂る展望区間

を過ぎた所からマンションの横の道の手前あたり

までが私の担当。９月になったというのに好天に

恵まれすぎてまるで真夏のよう。暑い日差しを避

け、林の中の日陰の道

を整備しました。 

先日の台風で樹の枝が多く落ちているのを藪の

中に取り除き、所々クズが繁茂していたり、木の

枝に絡みついて垂れ下がっているのを取り除いて

歩きやすくしました。暑さを避け水分を補給しな

がらのんびり作業をさせてもらいました。 

アラカシやクヌギのどんぐりが小さいながら付

いているのを見つけ、少し秋を感じることができ

ました。 
   

作業後もポテンシャル高い会 
 
作業後は楽しみにしていた交流会＝写真５面

に。ビールやおつまみまで用意していただき、皆

さんの自己紹介や自慢話をいろいろ聞かせていた

だき、多彩なメンバーが集まるこの会のポテンシ

ャルの高さを感じました。LINE の友達にも登録

できたので、早く名前と顔が一致するよう頑張り

ます、・・・自信ないけど。 

その後、モニ 1000 の調査に参加しました。と

ころがなんと想定よりも早く雨が降り始め、あっ

というまにずぶ濡れに。調査担当の土田泰子さ

ん、傘もささずにずぶ濡れになって観察種を次々

と言い当てていくのですが、私の方は記録紙が濡

れないように記録していくので精一杯。ネムノキ

ってマメ科でソラマメのような実が付くのを初め

て知りました。       （北田 勝章）    

10 月８日（曇） 

  暫く振りに活動

に参加しました。

先ず老人ホーム上

の地すべり場所の

葛を山口さんが、

きれいに刈り取っ

て頂いていたのを

見学して集合場所

の広場へ向かいま

した。 

 私にとって暫く

振りの広場は、チガヤの原になり、草丈も高くな

り、白い穂が出揃って、穂の波が揺れるのを見ら

れるのも間もなくだろうと思われました。 

 

 18 人が参加。広場でラジオ体操の後、土田明

さんからスズメ蜂が出るので注意がありました。

蜂に刺されない為にも肌を露出しない服装で作業

するようにとのことでした。易さんから、もし蜂

に気づかずに近寄ってしまった場合は、そっと後

ずさりするようにとのアドバイスがありました。 

 山に入り、２、３人でチームになり竹の伐採を

しました。竹を切り、枝葉を落とし、一箇所にま

とめます。まとめる時には枝葉の根方を揃えるよ

うに、また、まとめて積む時には枝葉を下に、上

に幹を置いて抑えるようにとのことでした。 

 竹は切っても上の方で枝葉が絡まり、なかなか

倒れず、皆さんと力を合わせて引き倒しました。 

 竹切りは初めてという方５人をはじめ皆さんで

頑張って、28本の竹を伐採しました。作業を終

えて山の中で周りを見回すと、心なしか少しすっ

きりしたように思えました。 

雨雲が迫って来るような空模様の中での解散と

なりました。      （元山 美千代） 

／ 

島熊山の雑木林を守る会

〒 豊中市北緑丘
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9 月 17 日（晴） 

まだまだ暑い気温

32℃の中、16名の参

加者により島熊山の

清掃ハイキングが実

施されました。いつ

もの通り二つのエリ

アに分かれて清掃が

行われ、私は新御堂

側を担当しました。

タバコの吸い殻をい

くつか回収しましたが、都心の吸い殻とは違い、

フィルターの近くまでしっかりと吸われていた

のが印象的でした。緑地との境界フェンス越しに

ワインの空き瓶を見つけたのですが、それを拾う

ためにはフェンスをよじ登らなければならず、筋

力の衰えを痛感しながら回収しました。 

その後、雑木林の枯れ枝拾いと通路を妨げる笹

の伐採を行ったのですが、お二人がスズメバチに

刺されるというアクシデントが発生。大事には至

りませんでしたが、鬱蒼と笹が茂った木の幹はハ

チの巣があったりするので要注意です。１匹でも

見つけたならば回避しましょう！ 尾根に向か

う坂道は笹で閉ざされており、通路が判らなくな

っていたので今回は深入りするのをやめました。 

この日回収したゴミは空き缶５本、空き瓶３本、

ペットボトル４本と可燃ごみ/不燃ごみ各１袋、

錆びた草刈り機の刃、靴、ポーチなどでした。 

清掃のために下ばかり見て歩いていると、とて

もハイキング気分にはなれませんが、千里緑地を

少し広い視野で見上げてみると、ウラギンシジミ

が忙しく飛び交い、ホシミスジは優雅に滑空して

いました。足元にはヤマトシジミがチラチラ飛ん

でおり、よく見ると後翅にオレンジ色の紋がある

ツバメシジミも混ざっています。緑地内の集合場

所付近には樹液が出る木があるためか、ルリタテ

ハの姿も確認でき、島熊山の常連であるツマグロ

ヒョウモンに加えて夏の蝶たちが大集合してい

ました。よく考えれば、島熊山の自然（蝶相）で

季節が感じられるのも、清掃ハイキングの醍醐味

かもしれませんね。    （成田 正則） 

 つぼみのコウヤボウキ いわれ教わる 

 10 月 15 日 

 

 

外回りを担当。昨夜の雨でぬれて道に引っ付く 

 山道に入ってコウヤボウキを見ると、まだつ

ぼみです。今までならこの時期には花が咲いて

いた記憶があるんですが…。観察路北側のナン

バンギセルも例年は９月 10日ごろには開花する

のに、今年は 20日過ぎになったそうです。猛暑

が長引いたことが影響したのでしょうか。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

かわいく たくましく島熊山デビュー 

清掃ハイクにメンバーのお孫さん、里緒ちゃ

んが参加しました。お母さんとスウエーデンか

ら里帰り中の３歳半、「雑木林を守る会」の緑の

ベストがお似合いです。 

３人で西町の

道路沿いに空き

缶などを拾った

後、豊寿荘前から

山道へ。島熊山は

初めてだそうで

すが、登り道もす

たすた上がって

いきます。栗を拾

ったり踏んだり

しながら、山道の

ごみを目ざとく見つけ、火ばさみで袋に入れて

いきます。お母さんは「ストックホルム近郊に

住んでいますが、すぐ近くに森や湖があって自

然の中を駆け回っているんです。９月にスウエ

ーデン各地で行われたクリーンハイキングに

も参加、小さい分よくゴミを見つけるんです」。 

初めてのおばさん、おじさんに秋の花や木の

実を教えてもらいながら観察路を踏破、階段下

に拾った空き缶やペットボトル計８本を並べ

て終わりました。「日本を離れる前日に、ススキ

の穂などスウエーデンにはない秋を見つけら

れて良かったです」とお母さん。里緒ちゃんも

島熊山にまた来てね。 

外回りを担当。昨夜の雨でぬれて道に引っ付

いた紙ゴミや吸い殻を、拾いながら歩きました。 

 ルリタテハ 
 
10 月 15 日（晴） 
 つぼみのコウヤボウキ 由来教わる 

蝶に季節感じながらも、スズメバチに注意！ 



 コウヤボウキの名前由来にまつわる話を社さん

から教えてもらいました。 

「高野山では竹を栽培してタケノコを掘ったり、

竹ぼうきを作って売ったりするなどお金を儲ける

ことは禁止されていた。そこでコウヤボウキの枝

を束ねてホウキ(箒)を作り、お仏壇の掃除をした」

そうです。 

 作業終了後の報告では、竹切りは 13本、クズ刈

りは陥没地から観察道をさらに奧に進み、左手に

道をつくって切り払ったとのことでした。 

 解散後、西

川さんから

聞いたオケ

ラの花を見

に河原さん

らと尾根に

上がりまし

た。道端にオケラの花２輪、小さいですが夕陽を

受けて輝いていまを

受け輝いています＝写真。取り付け道は、10月 11

日のナラ枯れ対策の林床整備として土田泰子さん、

西川さんらが笹刈りや枝切りをしてくださったそ

うです。ありがとうございました。（小泉 昌子） 

【集めたゴミ】缶 14  ペットボトル 6  可燃・不燃 

お待たせの秋 

ナンバンギセル 

今年は 9月 10日の「森

の手入れ」の日にも見ら

れず気になっていまし

た。27 日のトンボ池調査

で教えてもらい、ススキ

群落からやや離れた場所

で３、４輪の花を見つけ

て一安心。散歩の度に覗

くという人も。今季は少

な目でも、「おもい草」の

名にふさわしい色あいと

姿が魅力のようです。   （9月 30 日撮影） 
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【集めたゴミ】缶 14  ペットボトル 6  可燃・不
燃各１袋、空気入れ、イス、傘 


